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	研究成果内容　
【主な研究成果】
　希薄組成に関してはSWAXSおよびＥＸＡＦＳを利用した解析により、Ｌ１２クラスターが高濃度ＭｇＹＺｎ合金のＬＰＳＯ中のＬ１２クラスターと同一の構造をもつことを明らかにした。また、希薄合金でのより詳細なＣＡＬ、ＣＡＮaP形成過程を調べるため、温間加工並びに溶体化処理材加工に対する組織形成過程のSWAXSおよびUSAXS,EXAFSの統合的な解析を進めた。当初の急冷-熱間押出材に加え、鋳造-均質化材による相変態過程のIn-Situ測定を開始した。これによりクラスター成長過程の解析が可能になり、昇温過程中のクラスター成長過程を調べた。　TMにCoを用いた場合の生成相の安定性に関して等速昇温過程の実時間SWAXS解析により、MgYCoではMgYZｎなどとほぼ対応する組成でもＭｇ２４Ｙ５のナノクラスターが低温で高密度に安定して形成されるなど、特徴的なふるまいを示すこと等、出現相の安定領域を明らかにした。MｇYＣoについては現在投稿中である。多元化することによりＣｏ系のＬ１２クラスター形成の可能性を検討することを目的にＭｇＹＸの3元合金についてＸ＝Ｃｏに加えて数種のＴＭを同時に昇温することにより、溶解後の冷却過程でＬ１２クラスター形成を確認した。この知見をもとに多元アモルファス合金をＭＲＣにおいて作成し、現在予備実験を進めている。
【今後の展望】
　MgYZｎ希薄系での相変態の遅れや形成過程の特徴などについてＳＷＡＸＳを中心にＥＸＡＦＳやＵＳＡＸＳなども組み合わせた複合解析により、ＬＰＳＯ単相あるいは高体積率領域での組織形成過程との類似点・相違点が明らかになりつつある。これらの情報をベース情報として現在予備加工効果による低温Ｌ１２クラスター形成過程の検証と利用手法の検討を奨めているところである。また、ＴＭについて合金調整したクラスター構造制御の可能性についてＣｏ合金に関連した調査を進めていく予定である。
【具体的な成果】
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